
備考

略名 投与量 単位 投与法 投与日

Bv 15 mg/kg 点滴（30分） d1

600 mg/body内服（朝夕食後） 連日

[*1]臨床試験ではアバスチンは化学療法併用時と合わせて最長15ヶ月/計22サイクルとした。

[*2]リムパーザの投与開始後2年が経過した時点で完全奏功が得られている患者においては、

リムパーザの投与を中止すること。

day1

1） 50ml 1 本

ルート確保

2） 15 mg/kg

100ml 1 本

主管① 点滴 30分

3） 50ml 1 本

フラッシュ

〈所要時間　 　約1時間〉

1） 600 mg/body

内服 朝夕食後

国際共同第III相試験(PAOLA-1試験)N EnglJ Med 2019;381:2416-28(PMID:31851799)

*適応：相同組換え修復欠損(HRD)を有する卵巣癌におけるベバシズマブを含む初回化学療法後の維持療法

生食

レジメンcode： C56-25

適応がん種： HRD陽性　卵巣癌

抗がん剤（採用薬品名）

アバスチン[*1]

リムパーザ[*2]

生食

レジメン名： Bv＋オラパリブ維持療法

間隔： 3週間

生食

アバスチン

連日

リムパーザ
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